海を渡った又三郎 補遺 : 1940年代における児童映画『風の又三郎』の受容 by 米村 みゆき








































ておきたい。『樺太日日新聞』1941 年 6 月 13 日付の映画広告では、樺太における映画『風の又
三郎』の上映情報、および宣伝文句「大人の覗き得ない子供の世界を始めて描いた映畫」をみ
ることができる。中国では『満州日日新聞』1940 年 11 月 20 日付に「堂々封切迫る！」と記さ
れた広告をみることができる。また、翌日の同紙 1940 年 11 月 23 日付を確認するとより大きく
広告が掲載されていることに気づく。上映劇場は「新富座」である。この劇場は瀋陽に存在し
ていたが、その後、解放映画館と名称が変更になっている。住所は瀋陽市和平区太原南街 41




やはり〈童心〉がキーワードとなっている。また同紙 11 月 26 日付の記事からは、上映期間が
1940 年 11 月 23 日～29 日とわかる。同じく中国の『大陸新報』1940 年 10 月 18 日付では「映
畫物語 風の又三郎（一）」という記事が確認できる。『大陸新報』は上海で発行された日本人
向けの新聞である。同紙では、1940 年 10 月 18 日から同 26 日まで「映画物語風の又三郎」と
いう連載記事（全八回）の掲載が確認されたが、上海における映画『風の又三郎』の上映はま
だ確認できず、更なる調査で検証してゆきたい。 










































図１ 「中東毎新」1940 年 10 月 27 日 2 面 
































図３ 『毎日新報』1940 年 11 月 3 日 6面 
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はり新聞記事はハングル表記であるが、映画広告についてはハングル表記と日本語表記が混在
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開館は明春元旦とあるため、1936 年 1 月に開館したことになる。記事には「本年初頭完成の大
世界館」というキャプションの写真が付されている（図４）。同映画館については翌年の 1936























図４『臺灣日日新報』1935 年 7 月 7日 9 面掲載の大世界館 
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ビルも存在する（図５）。日本統治時代には、台北にある劇場は十以上あり、記事中の古矢せん
が経営するものについては、大世界館（台北市西門町 2 丁目 21 番地）、新世界館（台北市西門
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図６ 『臺灣日日新報』1941 年 4 月 18 日 4面 
 
1941 年 4 月 19 日付には「今晩の映画」として、大世界館で『風の又三郎』が七時三分より
上映されていることが記載されている。プログラムを確認すると上映前に３分間の「日本ニュー
ス」があり、上映後には、「故郷」の予告編が 10 分間、その後９時から 10 分間の「海外ニュー
ス」そして、吉川英治原作の時代活劇『神変麝香猫』の上映と続く。翌 4 月 20 日号の「今晩の
映画」欄にも同じ記載が確認される。両日はそれぞれ土曜日、日曜日に相当するため、週末の
夜に映画鑑賞に出かけるようにプログラムされていたことが想像される。 
 日本における日活系映画館での『風の又三郎』の上映は、1940 年 10 月 10 日の東京、神奈川、
名古屋、京都、大阪、神戸を始めとして各地で順次封切された。日本での封切り時期における
『臺灣日日新報』の記事を参照すると、二回にわたって、『風の又三郎』の紹介記事が掲載され

















六刷で「昭和十五年十一月一日発行」のものである。登録印をみると、「44 年 11 月 28 日」、（価
格は 200）。また『宮沢賢治全集 第一巻』（十字屋書店、1940 年）は「中研院合史総督府圖書」
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